
 

原町第一下水処理場No.1脱硫塔脱硫剤交換作業業務委託 特記仕様書 
 

１． 目的 

   原 町 第 一 下 水 処 理 場 の № 1脱 硫 塔 に 使 用 し て い る 脱 硫 剤 に 劣 化 が あ る 為 、 設

備の点検を 兼ねて脱硫 剤及び脱 臭剤の交換作業 を 委託する 業務で ある 。 

 

２． 業務名   原町第一 下水処理 場No.1脱硫塔脱 硫剤交換作 業業務委託 

 

３． 業務場所   南相 馬市原町区 錦町三丁 目１２０番地  

           原 町第一下水 処理場 №1脱硫塔 

                           

４． 業務期間   令和 ７年１１月 ２８日ま で 

 

５． 交換する 材料につい て 

①原町 第一下水処 理場 №1脱 硫塔 

     脱 硫剤（TGリフ ァイ ナ ー）               数量：2,365kg 

 

６． 仕様につい て 

①原町 第一下水処 理場 №1脱 硫塔 

     形    式：間 欠乾式脱 硫器 

     処 理風量：75㎥ /時 /基 

     通 過速度：1.00m/分/基以下 

     接 触時間：120秒/基以上 

     数    量：１ 基（左右 勝手違い １基）  

 

７． 交換方法 につ いて 

①原町 第一下水処 理場 脱硫塔設備 

（１）  脱 硫 剤 を 交 換 す る 塔の ガ ス 入 口 、 出 口 の 仕切 弁 を 閉め る 前 に 、 運 転 停 止

し てい る 他 の脱 流器 のガ ス 入 口 、 出 口の 仕切 弁 を あけ る 。 （ No.1を 使 用 中

で 、 No.2に 切 り 替 え る と き を 例 に 取 る と 、 No.2の ガ ス 入 口 、 出 口 の 仕 切 弁

を 開け た後、 No.1のガ ス入 口、出 口の仕 切弁を 閉め る 。） 

（２）  作 業 環 境 の 酸 素 濃 度 、 硫 化 水 素 濃 度 を 測 定 し 、 安 全 を 確 か め な が ら 、 風

下側に立た ない よ う 十分注意 し 、 脱流器上部の脱硫 剤充填口を 開ける 。 

（３）  同様の注意 をし な がら 脱流器下部 の点 検口を 開け る。 

（４）  塔 内 の換 気 を 十 分 行 っ た 後 、 塔 内 の 酸 素 濃 度 を 測 定 し 、 安 全 を 確 認 し た

後、 脱硫剤の交換 作業を 開始す る。 

（５）  嫌 気 性 の 脱 硫 を 行 っ た 使 用 済 み 脱 硫 剤 は 、 空 気 中 に 取 出 す 際 に 酸 素 と

反 応 し て 発 熱 し 、 発 火す る 可 能 性 が あ り ま す の で 予 め 、 ２ ～ ３ 時 間 撒 水 弁

を 開 き 撒 水 を し て 、 脱 硫 剤 を 十 分 濡 ら し て 発 熱 を 防 止 す る こ と 。 ド レ ン 弁

は開い てお くこと 。 

（６）  撒水終 了後、 引き出し 口を 開く 。 

（７）  引 き 出 し 口 を 開 け る 前 に 、 抜 き 出 し 用 シ ュ ー ト を 抜 き 出 し 口 両 側 の シ ュ ー

ト 取 付 リ ブ 孔 に 引 掛 け 、 セ ッ ト し て お き 、 抜 き 出 し 口 が開 い た と き 流 出 す る

脱 硫 剤 を 受 け る 。 使 用 済 み 脱 硫 剤 は 、 自 然 に流 出 し ま す の で バ ケ ッ ト 、 コ

ンテ ナ ーバ ッ グ等で 受け て搬出 するこ と。 

（８）  自 然 流 出 が終 わ っ た 時 点 で 、 レ ー キ 等 の 掻 き 出 し 棒 で 掻 き 出 す と 容 易 に

流出す る。 

（９）  搔き 出し 棒を 使用し て、塔 内の脱硫剤を 完全に抜 き出す 。 

（１０ ）  全 量 抜 き 出 し 後 、 抜 き 出 し 口 を 閉 め 、 塔 頂 の 充 填 口 か ら 新 し い 脱 硫 剤 を



充填す る。 

（１１ ）  コ ン テ ナ ー バ ッ グ に入っ た 新し い 脱 硫剤 を 脱 硫 器 付 属の ホ イ ス トを 使 用 し

て 充 填 す る 。 全 量 コ ン テ ナ ー バ ッ グ に て 充 填 す る よ り 、 所 定 量 の 約 １ 割 は 、

ダ ン ボ ー ル 箱 入 り と し た 方 が 、 充 填 高 さ の 調 整 な ど を 容 易 に 行 う こ と が で

き る。  

（１２ ）  脱硫剤 は崩れ 易い も ので すか ら 、 取扱 は丁 寧に、で きる だけ慎 重 に扱う こ

と 。 

（１３ ）  所 定 の量 の 脱 硫 剤 を 充 填 し 終 わ っ た ら 、 脱 硫 剤 の上 部 を 平 ら に 均 一 に す

る こと 。 

（１４ ）  脱硫器 上部の充填口を 閉 め る。 

（１５ ）  担 当 者 も し く は 下 水 処 理 場 管 理 会 社 職 員 の 立 ち 会 い の も と ド レ ン 弁 を 閉

じ 、 封水す ること 。 

（１６ ）  以上で 脱硫 剤の交換作業は完 了。試運 転確認は（１ ）項の作業を行っ て、

脱 硫 剤 交換後 の脱 硫器 に切 り 替え 、 1時 間程 度運 転 状態 に異 常が 無い か

確 認 す る 。 そ の 際 、 ガ ス ホ ル ダ ー の 圧 力 変 化 （ 著 し い 増 減 ） も 確 認 す る こ

と 。 

 

※ 脱 硫 剤 交 換 作 業 完 了 後 に つ い て は 、 試 運 転 と し て 消 化 ガ ス を 通 し 、 脱 硫 塔 通

過 後 のガ ス を 採 取 し て 硫 化 水 素 濃度 を 測定 （計 量 証 明 ） し 、 正 常 に機 能 し て い

る こと を 確認する こと 。 

 

８． 測定分析 等 

  （１） 脱硫剤交換 作業時 

脱 硫 剤 交 換 前 に 、 処 分 す る 脱 硫 剤 に つ い て 、 下 記 の 測 定 分 析 を 行 う も のと す る 。 

   ① 放 射 能 濃 度 の 測 定 （ ヨ ウ 素 -131、 セ シ ウ ム -134、 セ シ ウ ム -137） を 行 い 、 検 査

機関の測定 結果報告書 の写 し を 提出す ること 。  

    ※ 測 定 方 法 に つ い て は 、 平 成 ４ 年 改 定  文 部 科 学 省 「 放 射 能 測 定 法 シ リ ー ズ

７ 

ゲ ルマニウ ム半導体検出 器による ガンマ 線スペク トロ メトリー 」に準拠。 

   ② 産 業 廃 棄 物 検査 （ 溶 出 試 験 ： 下 記 ９項 目 ） を 行 い 、 検 査機関 の 分 析 結 果 報 告

書 

の写し を 提出する こと。 

※ 試 験 方 法 に つ い て は 、 「 産 業 廃 棄 物 に 含 ま れ る 金 属 等 の 検 定 方 法 」 （ 昭 和

48 

年環境 庁告示第13号）による こと 。 

【 ９ 項 目 】  全 水 銀 、 カ ド ミ ウ ム 、 鉛 、 ヒ 素 、 六 価 ク ロ ム 、 シ ア ン 、 セ レ ン 、 含 水 率 、

ｐ Ｈ 

 

９． その他 

①脱硫 剤に係る費 用（搬入費 、交換 作業費、処分費、 測定分析 費、 

試運転 調整費等）を 全て含む も のと する。 

    た だし 、放射 能濃度測 定の結果により処 分で きない場 合は、当処 理場内に 

保管す るも のと する 。  

   ※脱硫剤は、 外気に触れ る と 発熱するので、 保管方 法につ いて 指導す ること 。 

②脱硫 剤交換作業 時、内 部を 点検清掃し 、異常のない こと を 確認し た後 、 

新し い 脱硫剤を 充填すること 。  

 

１０． 環境への配慮  

  南 相 馬 市 の 環 境 マ ネ ジ メ ン ト 活 動 に つ い て 理 解 、 協 力 し 、 南 相 馬 環 境 配 慮 指 針

集に基づき 、環 境に配慮し た活動を 行う も のと する。  



脱硫塔

：対象の施設

原町第一下水処理場_平面図



脱硫塔について①

No.1脱硫塔

屋外



脱硫塔について②

約2,365㎏/基

：更新する材料


